
「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
」
の
認
可
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

松
井
千
加
士

岡
山
市
東
区

岡
山
市
東
区
沼
字
梨
ノ
木
五
六
七
他
三
筆

服
部

幸
晴

岡
山
市
東
区

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
字
原
ノ
堂
一
六
八－

一
他
一
筆

岡
本
農
園
合
同

赤
磐
市

赤
磐
市
八
島
田
字
九
門
明
一
〇
一
他
九
筆

会
社

株
式
会
社
穂
々

赤
磐
市

赤
磐
市
由
津
里
字
神
宮
地
二
一
九
四

笑
フ
ァ
ー
ム

西
岡

聖
智

赤
磐
市

赤
磐
市
二
井
字
間
所
田
八
九
四
他
四
筆

藤
原

敬
弘

赤
磐
市

赤
磐
市
可
真
上
二
一
三

菊
池

卓
士

総
社
市

井
原
市
美
星
町
三
山
字
追
地
前
三
七
九
二－

一

社
会
福
祉
法
人

倉
敷
市

高
梁
市
成
羽
町
長
地
字
向
九
四
一－

二

Ｐ
．
Ｐ
．
Ｐ
．

農
事
組
合
法
人

高
梁
市

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
北
二
七
九
七－

一
他
五

平
川
北
都
営
農

筆

組
合

廣
瀬

敏
之

高
梁
市

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
石
ケ
迫
一
一
三
五
二－

二
他
一
筆



頭
鬼

健
司

高
梁
市

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
流
田
一
〇
九
一
三
他
一

筆

阿
新
農
業
協
同

新
見
市

新
見
市
上
熊
谷
字
大
門
一
五
六
六
他
二
十
筆

組
合

四
木

満
男

新
見
市

新
見
市
神
郷
高
瀬
字
ホ
レ
田
一
三
二
四－

一

農
事
組
合
法
人

新
見
市

新
見
市
哲
西
町
上
神
代
字
御
参
前
四
〇
六
一－

フ
ァ
ー
ム
や
だ

四
他
八
筆

た
に
鯉
が
窪

株
式
会
社
城
北

真
庭
市

真
庭
市
柴
原
字
田
才
六
一
〇－

一

農
産
あ
い
が
も

フ
ァ
ー
ム

西
山

豊
秋

美
作
市

美
作
市
北
山
字
池
代
一
四
四
二－

一
他
二
筆

特
定
非
営
利
活

津
山
市

勝
田
郡
勝
央
町
黒
坂
字
馬
村
一
八
一－

二
他
三

動
法
人
も
っ
こ

筆

ク
ラ
ブ

農
事
組
合
法
人

美
作
市

勝
田
郡
勝
央
町
岡
字
中
井
河
内
一
四
二
五

赤
田
営
農
セ
ン

タ
ー

株
式
会
社
加
原

久
米
郡
久
米
南
町

久
米
郡
久
米
南
町
山
手
字
鎌
谷
一
七
八
九

農
園

江
原

一
夫

久
米
郡
美
咲
町

久
米
郡
美
咲
町
原
田
字
柴
崎
三
一
〇
八－

一
他

四
筆

二

認
可
年
月
日

令
和
二
年
二
月
二
十
五
日

三

申
請
年
月
日

令
和
二
年
二
月
十
九
日


